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いもち病菌の生活環をとおして各器官 (分生胞子, 発芽管, 付宕器, 菌糸, 分生子梗) を形成している
細胞は通常 1核性である｡ ときに多核性の細胞があっても, それらの核は最初 1個の核から発足したもの
で遺伝的には同一組成をもっている｡ したがって- テロカリオンとはいいがたいものである｡
いもち病菌はアナス ttモ- シスをおこし, 一方の菌糸細胞核が他の細胞内に移行し, さらにn の2 核が
互に融合して 2n 核を形成することができる｡ 他方, 著者は数種の生化学的突然変異体を用いてアナスト
毛- シスをおこさせ, それらの単胞子分離培養によって変異形質の四分子分析を試みた｡ その結果から推
測すると融合核はその後の核分裂によって半数核となり, 遺伝子の組換えを行なう｡
野生菌を単胞子分離培養すると, 往々特徴の変わった種々のセクターが出現する｡ このセクターはいず
れも突然変異によるものであって, - テロカ1) オンの核の分離に起因するものではない｡
野生菌を化学物質 (りゅう酸銅, ほう酸, しょう京など) で処理したり, または紫外線照射すると, 突








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
いもち病は稲作に対して最もおそるべき病害である. その病原菌には往々病原性その他の諸形質上に種








向な生物と考えられていたが, 著者は本菌が往々アナス ナ毛 - シスを行ない, かつパラ有性的に遺伝子の
組換えを行なうことを遺伝学的に実証 している｡ これらの実験結果はいずれもいもち病菌の変異現象が突
然変異によって誘発されることを裏書するものである｡
以上の如 く本研究はいもち病菌の遺伝学上に開拓的な責重な貢献をしたばかりでなく, 稲作の病害予防
対策上にも多 くの重要な示唆を与えている｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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